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	応用
	抗原情報
	背景
	セリン/スレオニンタンパク質キナーゼは、p38/MAPK14ストレス活性化MAPKカスケード、DNA損傷応答、細胞骨格安定性の調節など、様々なプロセスに関与しています。MAP2K3、MAP2K6、MARK2をリン酸化します。リン酸化とそれに続く上流MAP2K3およびMAP2K6キナーゼの活性化を媒介することにより、p38/MAPK14ストレス活性化MAPKカスケードの活性化因子として機能します。p38/MAPK14へのGタンパク質共役受容体シグナル伝達に関与しています。DNA損傷への応答として、おそらくMAP2K3およびMAP2K6のリン酸化を媒介することにより、p38/MAPK14ストレス活性化MAPKカスケードを活性化することにより、G2/M期遷移DNA損傷チェックポイントに関与します。
	研究分野
	-
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	Phospho-TAOK1/2/3 (Ser181/Ser181/Ser177) 抗体を使用した 3T3 溶解物中の Phospho-TAOK1 (Ser181)/TAOK2 (Ser181)/TAOK3 (Ser177) のウエスタンブロット分析。
	

	TAOK1 (リン酸化 Ser181)/TAOK2 (リン酸化 Ser181)/TAOK3 (リン酸化 Ser177) 抗体を使用した、Hela、A549、HL-60、U2OS、C6 溶解物中の TAOK1 (リン酸化 Ser181)/TAOK2 (リン酸化 Ser181)/TAOK3 (リン酸化 Ser177) のウエスタンブロット分析。
	

	TAOK1（リン酸化Ser181）/TAOK2（リン酸化Ser181）/TAOK3（リン酸化Ser177）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学染色。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を使用した。

